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１ 

　 

は
じ
め
に

　

横
浜
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、

開
港
場
と
し
て
日
本
の
海
外
へ
の

玄
関
口
と
し
て
整
備
さ
れ
た
本
市

の
都
市
イ
ン
フ
ラ
に
は
、
海
外
の

技
術
者
、
い
わ
ゆ
る
「
お
雇
い
外

国
人
」
の
力
を
借
り
た
も
の
が
多

く
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
新
橋
～

横
浜
間
の
鉄
道
は
エ
ド
モ
ン
ド
・

モ
レ
ル
氏
、
近
代
水
道
は
ヘ
ン

リ
ー
・
Ｓ
・
パ
ー
マ
ー
氏
、
西
洋

式
街
路
や
公
園
は
リ
チ
ャ
ー
ド
・

ブ
ラ
ン
ト
ン
氏
な
ど
が
関
わ
っ
て

き
た
。
横
浜
は
か
つ
て
、
海
外
の

専
門
家
が
培
っ
て
き
た
経
験
・
専

門
性
を
学
び
な
が
ら
形
成
さ
れ
た

都
市
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
後
横
浜
は
、関
東
大
震
災
、

横
浜
大
空
襲
、
戦
後
の
接
収
、
高

度
経
済
成
長
期
の
急
激
な
都
市
化

な
ど
数
多
く
の
課
題
を
市
、企
業
、

市
民
が
共
に
乗
り
越
え
、
国
内
有

数
の
大
都
市
に
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
よ
う
な
都
市
づ
く

り
の
経
験
を
、リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー

世
界
都
市
賞
の
特
別
賞
を
は
じ

め
、
国
内
外
よ
り
評
価
い
た
だ
く

機
会
も
増
え
て
き
て
い
る
。

　

21
世
紀
は
「
都
市
の
時
代
」
と

も
呼
ば
れ
、
新
興
国
を
中
心
に
都

市
へ
の
一
層
の
人
口
集
中
が
進

み
、
各
都
市
は
都
市
イ
ン
フ
ラ
の

不
足
を
中
心
と
す
る
様
々
な
課
題

に
直
面
し
て
い
る
。
気
候
変
動
や

感
染
症
対
策
な
ど
の
地
球
規
模
の

課
題
解
決
に
お
い
て
も
、
国
だ
け

で
な
く
地
方
自
治
体
、
都
市
が
そ

の
解
決
策
を
担
う
存
在
と
し
て
役

割
を
増
し
て
き
た
。
地
方
自
治
体

が
直
面
す
る
課
題
と
は
、
地
域
に

根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
と
同
時

に
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
存

在
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
私
達
が

日
々
直
面
し
て
い
る
も
の
と
同
じ

課
題
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

取
り
組
む
地
方
自
治
体
職
員
が
世

界
中
に
い
る
と
考
え
る
。

　

横
浜
市
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
職
員
の
経
験
や
専
門
性
を
元

に
、
様
々
な
分
野
で
海
外
の
都
市

の
課
題
解
決
に
貢
献
し
て
き
た
。

ま
た
、
共
通
す
る
政
策
課
題
に
つ

い
て
海
外
と
互
い
に
知
見
を
共
有

し
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
横
浜
市

の
こ
れ
ま
で
の
国
際
協
力
の
歩
み

に
つ
い
て
振
り
返
り
た
い
。

２ 

　 

技
術
協
力
の
は
じ
ま
り

　
横
浜
市
が
初
め
て
海
外
に
対
し

て
技
術
協
力
を
行
っ
た
の
は
戦
後

に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
。
日
本

政
府
が
１
９
５
４
年
に
コ
ロ
ン

ボ
・
プ
ラ
ン
（
開
発
途
上
国
援
助

の
た
め
の
国
際
機
関
）に
加
盟
し
、

日
本
か
ら
海
外
へ
の
国
際
協
力
が

始
ま
っ
た
。
日
本
が
高
度
経
済
成

長
期
を
迎
え
、
被
援
助
国
か
ら
援

助
国
へ
と
変
化
し
始
め
た
時
期
で

あ
る
。

　
横
浜
市
は
政
府
が
行
う
国
際
協

力
に
専
門
的
な
知
見
を
提
供
す
る

形
で
、
１
９
６
０
年
代
頃
か
ら
港

湾
分
野
・
水
道
分
野
で
海
外
の
技

術
者
に
対
す
る
技
術
協
力
を
開
始

し
た
。

〈
港
湾
分
野
〉

　

港
湾
分
野
で
は
１
９
６
３
年
か

ら
海
外
の
技
術
者
へ
の
協
力
を
開

始
し
た
。
ま
た
、
１
９
７
０
年
代

か
ら
は
市
職
員
が
政
府
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

（
政
府
開
発
援
助
）
に
協
力
す
る

形
で
中
南
米
に
派
遣
さ
れ
、
コ
ス

タ
リ
カ
や
メ
キ
シ
コ
な
ど
で
技
術

協
力
に
従
事
し
た
。

　

そ
の
後
、
海
外
と
姉
妹
・
友
好
・

貿
易
協
力
港
の
関
係
を
結
ぶ
よ
う

に
な
っ
て
以
降
は
、
職
員
や
交
流

団
の
相
互
派
遣
を
長
く
行
っ
て
き

て
い
る
ほ
か
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立

行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）
や
Ｏ

Ｃ
Ｄ
Ｉ
（
一
般
財
団
法
人
国
際
臨

海
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）
と
連
携

し
た
港
湾
研
修
生
の
受
け
入
れ
な

ど
幅
広
い
技
術
交
流
を
行
っ
て
い

る
。
２
０
１
４
年
に
は
、
タ
イ
の

主
要
港
湾
（
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
港
・

バ
ン
コ
ク
港
等
）
を
管
轄
す
る
タ

イ
港
湾
庁
と
の
間
で
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
関
す
る
覚
書
・
基
本
合

意
書
を
締
結
し
、
人
材
育
成
・
技

術
交
流
を
は
じ
め
と
す
る
相
互
交

流
を
推
進
し
て
い
る
。

〈
水
道
分
野
〉

　

１
９
７
３
年
に
水
道
局
職
員
を

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
派
遣
し
た
の

が
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
後
、
１

９
８
２
年
に
は
友
好
都
市
上
海
と

の
交
流
を
始
め
、
１
９
８
７
年
か

ら
は
近
代
水
道
創
設
１
０
０
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ

ら
な
い
横
浜
独
自
の
海
外
研
修
員

受
入
事
業
を
開
始
し
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ

《2》 

横
浜
市
の
国
際
協
力
を
振
り
返
る

Ａ
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）、

Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
（
一
般
財
団
法
人
自

治
体
国
際
化
協
会
）、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｗ

Ｅ
Ｌ
Ｓ
（
公
益
社
団
法
人
国
際
厚

生
事
業
団
）、
シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト（
ア

ジ
ア
太
平
洋
都
市
間
協
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
等
と
連
携
し
た
国
際
事

業
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
２
０

２
０
年
３
月
ま
で
に
１
３
７
か
国

か
ら
４
２
７
７
人
の
研
修
員
を
受

け
入
れ
、
34
か
国
に
４
５
７
人
の

執
筆桑

田 

雄
飛

総
務
局
人
材
開
発
課
担
当
係
長
（
政
策
研

究
大
学
院
大
学
派
遣
・
元
国
際
局
）
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職
員
を
専
門
家
と
し
て
派
遣
し
、

調
査
や
技
術
指
導
を
行
っ
た
。
１

９
９
３
年
度
に
は
技
術
協
力
を
支

え
る
職
員
か
ら
な
る
「
国
際
協
力

専
門
委
員
会
（
通
称
：
Ｙ
─Ｔ
Ａ

Ｐ
）」が
水
道
局
内
に
発
足
し
た
。

　

近
年
は
中
・
長
期
的
な
技
術
協

力
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
実
施
し
て

い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
フ
エ
省
水

道
公
社
を
中
心
に
２
０
０
３
年
か

ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
た
技
術
協
力
を
実
施
、
２
０
０

９
年
に
は
フ
エ
省
全
域
で
水
道
水

を
飲
む
こ
と
が
で
き
る
「
安
全
な

水
宣
言
」が
実
現
し
た
。
そ
の
後
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ

て
こ
の
成
果
の
ベ
ト
ナ
ム
中
部
地

方
へ
の
水
平
展
開
が
図
ら
れ
た
ほ

か
、
局
独
自
の
覚
書
を
通
じ
た
ベ

ト
ナ
ム
各
都
市
と
の
技
術
交
流
も

継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
、
ラ
オ
ス
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

（
メ
ダ
ン
）、
パ
キ
ス
タ
ン
（
フ
ァ

イ
ザ
ラ
バ
ー
ド
）、
タ
ン
ザ
ニ
ア

（
ザ
ン
ジ
バ
ル
）、
マ
ラ
ウ
イ
（
ブ

ラ
ン
タ
イ
ヤ
・
リ
ロ
ン
グ
ウ
ェ
）

で
も
中
長
期
的
に
職
員
派
遣
を

行
っ
て
い
る
。

　
３ 

　 

都
市
間
の
つ
な
が
り
を
通
じ

　

  

た
国
際
協
力

　
１
９
８
０
年
代
に
入
る
と
、
国

が
行
う
国
際
協
力
の
枠
組
に
協
力

す
る
形
だ
け
で
な
く
、
国
を
超
え

て
都
市
同
士
が
つ
な
が
り
、
共
通

課
題
を
解
決
す
る
機
運
が
高
ま
っ

た
。
姉
妹
・
友
好
都
市
の
枠
組
を

活
用
し
た
取
組
の
ほ
か
、
シ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
都
市
間

協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
な
ど
都
市

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
本
市
は
主
導
的
な
役
割
を
果

た
し
た
。

〈
姉
妹
友
好
都
市
と
の
交
流
〉

　

横
浜
市
は
１
９
５
０
年
代
よ
り

姉
妹
・
友
好
都
市
の
提
携
を
始
め
、

現
在
で
は
８
都
市
と
結
ん
で
い

る
。
１
９
７
０
年
～
８
０
年
代
か

ら
は
、
友
好
交
流
に
限
ら
ず
、
こ

れ
ら
の
つ
な
が
り
を
元
に
し
た
技

術
交
流
も
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
特
に
、
１
９
７
3
年
に
友
好

都
市
と
な
っ
た
上
海
市
（
中
国
）

と
は
、
提
携
後
の
早
い
時
期
よ
り

交
通
・
港
湾
・
水
道
・
公
園
整
備

を
は
じ
め
と
す
る
幅
広
い
分
野
で

職
員
を
相
互
に
短
期
派
遣
す
る
な

ど
の
交
流
を
行
っ
た
。

〈
シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
創
設
〉

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
新
興
国

で
は
都
市
人
口
が
急
速
に
増
加

し
、
そ
れ
に
伴
い
さ
ま
ざ
ま
な
都

市
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
の
解
決
に

は
自
治
体
の
役
割
が
重
要
で
あ
る

が
、
個
別
的
努
力
の
み
で
は
解
決

し
得
な
い
問
題
も
多
く
、
国
際
的

協
力
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
１

９
８
２
年
に
、
横
浜
市
、
Ｕ
Ｎ
─

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
国
連
ア
ジ
ア
太
平

洋
経
済
社
会
委
員
会
）
及
び
Ｕ
Ｎ

Ｈ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｔ
（
国
連
人
間
居

住
セ
ン
タ
ー
）
の
主
催
に
よ
っ
て

「Y
ʼLA

P

（
第
１
回
ア
ジ
ア
太
平

洋
都
市
会
議
）」
と
い
う
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
都
市
づ

く
り
の
課
題
と
自
治
体
の
役
割
に

つ
い
て
議
論
す
る
国
際
会
議
が
横

浜
で
開
催
さ
れ
た
。
１
９
７
０
年

代
に
横
浜
市
企
画
調
整
局
で
都
市

デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
で

あ
っ
た
岩
崎
駿
介
氏
が
、
本
市
で

の
勤
務
の
後
、
Ｕ
Ｎ
─Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ

Ｐ
で
３
年
間
勤
務
し
、
会
議
の
担

当
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
あ
る
。
当
時
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
は

国
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
自
治
体
と

直
接
関
わ
り
を
持
つ
意
向
が
あ

り
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ（
国
連
開
発
計
画
）

も
そ
れ
を
資
金
面
で
積
極
的
に
援

助
し
て
い
た
。

　

会
議
で
は
、
横
浜
市
は
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
の
都
市
間
連
携
の
強

化
を
提
言
し
、
会
議
後
に
は
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
の
地
方
自
治
体
間
の
専
門

協
力
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

創
設
案
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
案

は
１
９
８
７
年
に
名
古
屋
で
開
催

さ
れ
たN

ʼLA
P

（
第
２
回
会
議
）

の
場
に
お
い
て
決
議
さ
れ
、
シ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
設
立
さ
れ
た
。
シ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
数
多
く
の
自
治

体
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
学
術
機
関
等
が
共

に
、
同
地
域
の
都
市
の
課
題
の
解

決
を
目
指
す
非
営
利
の
国
際
組
織

で
あ
る
。

　

１
９
８
９
年
に
は
横
浜
市
は
初

代
会
長
都
市
と
し
て
選
出
さ
れ
、

１
９
９
１
年
に
は
み
な
と
み
ら
い

地
区
に
事
務
局
が
設
置
さ
れ
た
。

そ
れ
以
来
、
横
浜
市
は
シ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
に
お
い
て
中
核
的
な
役
割

を
果
た
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
会
員
都
市
の
都
市
課
題
の
解
決

に
貢
献
し
て
き
た
。

　

な
お
、
本
事
業
は
１
９
８
２
年

度
は
企
画
調
整
局
、
１
９
８
３
年

～
１
９
９
２
年
度
は
都
市
計
画
局

が
担
当
し
て
い
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ

が
幅
広
く
人
間
居
住
に
関
す
る

テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と

や
、
当
時
は
都
市
計
画
局
が
技
術

部
門
の
総
合
窓
口
と
な
っ
て
い
た

こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
そ
の
後
、

よ
り
幅
広
い
分
野
を
シ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
が
取
り
扱
っ
た
こ
と
や
、
業
務

上
国
際
部
門
と
の
繋
が
り
が
強
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
１
９
９
３
年

度
よ
り
総
務
局
国
際
室
に
移
管
さ

れ
た
。（
現
在
は
国
際
局
所
管
）

シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
会
長
・
事
務
局

は
い
ず
れ
も
２
０
１
３
年
に
ソ
ウ

ル
特
別
市
（
韓
国
）
に
引
き
継
が

れ
た
が
、
名
誉
会
長
と
な
っ
た
横

浜
市
は
同
年
に
開
設
し
た
シ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
横
浜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
オ

フ
ィ
ス
と
連
携
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
継
続
し
て
い
る
。
近
年
は
防
災

分
野
を
中
心
に
消
防
局
、
総
務
局

危
機
管
理
室
、
建
築
局
な
ど
の
協

力
も
得
な
が
ら
、
マ
カ
テ
ィ
市
・

イ
ロ
イ
ロ
市
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
や

カ
ト
マ
ン
ズ
市
（
ネ
パ
ー
ル
）
で

技
術
協
力
を
実
施
し
た
。
２
０
２

０
年
11
月
現
在
、
シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

に
は
22
か
国
・
地
域
の
１
７
３
会

員
（
１
１
０
都
市
・
58
団
体
・
５

社
）
が
加
盟
し
て
お
り
、
設
立
当

初
と
比
べ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
大

き
く
拡
大
し
て
い
る
。

〈
都
市
デ
ザ
イ
ン
分
野
を
中
心
と

す
る
技
術
協
力
の
開
始
〉

　

１
９
７
１
年
に
担
当
部
署
が
設

置
さ
れ
て
以
来
、
都
市
デ
ザ
イ
ン

は
本
市
の
特
色
あ
る
街
並
み
形
成

に
お
け
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て

き
た
。
１
９
８
０
年
代
半
ば
頃
か

ら
、
同
分
野
に
お
け
る
海
外
と
の

協
力
・
交
流
が
積
極
的
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ペ
ナ
ン
市
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
で

は
都
市
デ
ザ
イ
ン
分
野
を
中
心
に

技
術
協
力
を
実
施
し
た
。
１
９
８

２
年
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
前
述

のY
ʼLA

P

を
縁
に
横
浜
市
と
ペ

ナ
ン
市
が
交
流
を
始
め
た
こ
と

や
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
実
施
す
る
道
路

交
通
に
関
す
る
技
術
協
力
に
専
門

家
と
し
て
横
浜
市
道
路
局
の
職
員

が
ペ
ナ
ン
市
に
派
遣
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
き
っ
か
け
と
な
り
、
１
９

８
６
年
に
両
市
の
間
で
「
技
術
交

流
に
関
す
る
共
同
宣
言
」
が
調
印
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さ
れ
た
。
双
方
の
技
術
職
員
を
お

互
い
の
都
市
に
派
遣
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
本
市
か
ら
は
、

主
に
都
市
デ
ザ
イ
ン
や
道
路
の
維

持
管
理
・
固
形
廃
棄
物
処
理
等
の

分
野
で
１
９
９
５
年
ま
で
交
流
を

行
っ
た
。

　

こ
の
時
の
人
的
つ
な
が
り
を
背

景
と
し
て
、
２
０
１
５
年
か
ら
２

０
１
８
年
に
か
け
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

草
の
根
技
術
協
力
事
業
と
し
て
、

ペ
ナ
ン
市
の
対
岸
、
セ
ベ
ラ
ン
プ

ラ
イ
市
に
お
い
て
も
都
市
デ
ザ
イ

ン
分
野
で
の
技
術
協
力
を
実
施
し

た
。

　

ま
た
、
創
造
実
験
都
市
・
横
浜

会
議
（
１
９
８
６
年
、
８
８
年
）、

国
際
デ
ザ
イ
ン
展
（
１
９
８
７

年
）、
国
際
都
市
創
造
会
議
（
１

９
９
０
年
）、
ヨ
コ
ハ
マ
都
市
デ

ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
国
際
会
議

（
１
９
９
３
年
）
な
ど
、
こ
の
時

期
に
は
都
市
デ
ザ
イ
ン
分
野
の
国

際
会
議
が
数
多
く
行
わ
れ
た
。
海

外
の
都
市
や
専
門
家
と
積
極
的
に

意
見
交
換
を
行
い
、
事
例
を
取
り

込
む
中
で
、
横
浜
の
魅
力
的
な
都

市
空
間
の
形
成
に
寄
与
し
て
き
た
。

　

 

　 

国
際
機
関
や
政
府
機
関
の

４   

支
援
・
誘
致
を
通
じ
た

　

 

　  

国
際
協
力

　
１
９
８
０
年
代
以
降
、
横
浜
市

は
地
球
規
模
の
課
題
に
取
り
組
む

国
際
機
関
や
政
府
機
関
を
市
内
に

誘
致
し
、活
動
を
支
援
し
て
い
る
。

国
際
機
関
を
誘
致
す
る
た
め
、
み

な
と
み
ら
い
地
区
に
「
横
浜
国
際

協
力
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
横
浜
セ
ン

タ
ー
を
誘
致
し
、
地
方
自
治
体
と

し
て
初
め
て
包
括
連
携
協
定
の
締

結
も
行
っ
た
。

〈
国
際
機
関
の
支
援
を
通
じ
た
地

球
規
模
課
題
の
解
決  

～
横
浜
国

際
協
力
セ
ン
タ
ー
～
〉

  
１
９
８
６
年
に
は
新
設
さ
れ
た

Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ（
国
際
熱
帯
木
材
機
関
）

の
本
部
が
山
下
町
に
開
設
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
に
横
浜
で
行
わ
れ

た
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
の
理
事
会
に
は
、
多

く
の
横
浜
市
職
員
が
応
援
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
従
事
し
て
き
た
。

　

１
９
９
１
年
に
は
こ
の
よ
う
な

国
際
機
関
を
誘
致
す
る
た
め
に
、

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
の
中
に
「
横
浜

国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
」
を
横
浜
市

が
設
置
し
た
。
こ
こ
に
は
Ｉ
Ｔ
Ｔ

Ｏ
の
本
部
が
移
転
し
た
ほ
か
、
シ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
務
局
も
入
居
し

た
。１
９
９
６
年
に
は
Ｗ
Ｆ
Ｐ（
国

連
世
界
食
糧
計
画
）
の
日
本
事
務

所
、１
９
９
７
年
に
は
Ｆ
Ａ
Ｏ（
国

連
食
糧
農
業
機
関
）
の
駐
日
連
絡

事
務
所
も
本
市
の
誘
致
に
よ
り
設

置
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
国
際
機
関
は
、
Ｙ
Ｏ

Ｋ
Ｅ
（
公
益
財
団
法
人
横
浜
市
国

際
交
流
協
会
）
が
行
う
こ
ど
も
や

若
者
を
対
象
と
し
た
交
流
イ
ベ
ン

ト
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ

て
、
横
浜
の
青
少
年
の
キ
ャ
リ
ア

開
発
や
国
際
理
解
教
育
に
貢
献
し

て
い
る
。

〈
日
本
の
開
発
協
力
政
策
と
共
に

～ 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
連
携
～
〉

　

２
０
０
２
年
に
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の

実
施
機
関
で
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
国

内
拠
点
（
支
部
）
で
あ
る
横
浜
セ

ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横
浜
）
が
開

設
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
海
外
へ

の
専
門
家
派
遣
や
、
海
外
か
ら
の

研
修
員
受
入
、
地
方
自
治
体
や
企

業
、
学
術
機
関
等
の
技
術
を
活
か

し
た
技
術
協
力
を
担
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
１
年
に
は
日
本
の
地
方

自
治
体
と
し
て
初
め
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と
の
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
実

施
す
る
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
専
門
家
と
し
て
様
々
な
職
種
の

横
浜
市
職
員
が
海
外
に
渡
航
し
、

ま
た
、
海
外
か
ら
の
研
修
員
を
受

け
入
れ
て
き
た
。
市
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
相
互
に
職
員
を
派
遣
す
る
な

ど
、
人
事
交
流
も
行
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
青
年

海
外
協
力
隊
等
）
と
し
て
海
外
に

旅
立
つ
前
の
隊
員
（
保
健
師
）
が
、

本
市
の
各
区
の
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
で
研
修
を
行
う
事
例
も
あ
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
は
「
草
の
根
技
術

協
力
事
業
」
と
い
う
、
自
治
体
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
自
ら
提
案
し

た
国
際
協
力
事
業
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が

資
金
面
で
支
援
す
る
と
い
う
枠
組

が
あ
る
が
、
横
浜
市
は
こ
の
枠
組

に
採
択
さ
れ
数
多
く
の
国
際
協
力

事
業
を
行
っ
た
実
績
が
あ
る
。
こ

れ
ま
で
に
港
湾
（
タ
イ
・
マ
レ
ー

シ
ア
・
ス
リ
ラ
ン
カ
・
フ
ィ
リ
ピ

ン
）、
上
水
道
（
ベ
ト
ナ
ム
・
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
）、
下
水
道
（
ベ
ト

ナ
ム
）、
廃
棄
物
（
ベ
ト
ナ
ム
）、

防
災
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）、
野
生
生

物
保
護
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ウ
ガ

ン
ダ
）、
都
市
デ
ザ
イ
ン（
マ
レ
ー

シ
ア
）
な
ど
様
々
な
分
野
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
（
13
頁
参

照
）。

　

後
述
の
Ｙ
─Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
事
業

や
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
ア
フ
リ
カ
開

発
会
議
）
や
Ａ
Ｄ
Ｂ
（
ア
ジ
ア
開

発
銀
行
）
総
会
等
の
国
際
会
議
等

の
場
に
お
い
て
も
、
本
市
と
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
連
携
は
深
ま
っ
て
い
る
。

〈
国
際
開
発
金
融
機
関
と
の
連
携
〉

　

２
０
１
０
年
代
以
降
は
、
国
際

協
力
を
行
う
専
門
的
な
機
関
で
あ

る
世
界
銀
行
や
Ａ
Ｄ
Ｂ
と
の
連
携

を
強
化
し
て
い
る
。

　

世
界
銀
行
に
つ
い
て
は
２
０
１

６
年
に
日
本
の
自
治
体
が
有
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
開
発
途
上
国
に
共
有

す
る
「
都
市
間
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
対
象
都
市
の

１
つ
に
選
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、

都
市
計
画
や
都
市
デ
ザ
イ
ン
、
治

水
、
公
有
財
産
管
理
等
の
分
野
で

視
察
受
入
や
、
本
市
職
員
の
派
遣

を
行
っ
て
き
た
。

　

Ａ
Ｄ
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
２
０
１

３
年
に
地
方
自
治
体
と
し
て
初
め

て
連
携
促
進
の
た
め
の
覚
書
を
締

結
し
、
後
述
の
２
０
１
７
年
の
第

50
回
年
次
総
会
開
催
に
も
繋
が
っ

て
い
る
。
近
年
は
フ
ィ
ジ
ー
と
の

都
市
間
連
携
や
廃
棄
物
分
野
で
の

研
修
実
施
等
を
進
め
て
い
る
。

５ 

　 

国
際
協
力
を
通
じ
た
市
内

　

  

経
済
活
性
化
へ

　
２
０
１
０
年
代
に
入
る
と
、
国

際
協
力
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
イ

ン
フ
ラ
輸
出
を
政
府
・
民
間
一
体

と
な
っ
て
進
め
、
日
本
の
経
済
振

興
に
寄
与
す
べ
き
と
い
う
機
運
が

高
ま
っ
た
。
２
０
１
０
年
６
月
の

日
本
政
府
「
新
成
長
戦
略
」
に
お

い
て
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
イ
ン
フ
ラ

海
外
展
開
」
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の

中
で
「
自
治
体
の
水
道
局
等
の
公

益
事
業
体
の
海
外
展
開
策
の
策

定
・
推
進
」
も
謳
わ
れ
た
。
横
浜

市
で
も「
Ｙ
─Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
事
業（
横

浜
の
資
源
・
技
術
を
活
用
し
た
公

民
連
携
に
よ
る
国
際
技
術
協
力
）」

や
、
上
下
水
道
分
野
で
の
「
横
浜

水
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
」
の
発
足
な

ど
、
こ
の
機
を
と
ら
え
た
事
業
や

取
組
が
開
始
し
た
。

〈
Ｙ
─Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
事
業
〉

　

横
浜
市
は
２
０
１
１
年
に
「
Ｙ

─Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
事
業
（
横
浜
の
資
源
・
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技
術
を
活
用
し
た
公
民
連
携
に
よ

る
国
際
技
術
協
力
）」
を
開
始
し

た
。
高
度
経
済
成
長
期
に
急
激
な

都
市
化
に
伴
う
課
題
を
市
・
企
業
・

市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え

た
経
験
を
新
興
国
の
課
題
解
決
に

役
立
て
る
と
と
も
に
、
都
市
イ
ン

フ
ラ
を
支
え
る
横
浜
市
内
企
業
の

海
外
進
出
を
支
援
し
、
市
内
経
済

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

　

Ｙ
─Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
事
業
で
は
、
２

０
１
２
年
か
ら
毎
年
度
、
国
際
会

議
「
ア
ジ
ア
・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

会
議
」を
横
浜
で
開
催
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
の
諸
都
市
・
企
業
・
国
際

機
関
等
が
集
ま
り
、
都
市
づ
く
り

に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
や
取
組
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、
海
外
イ
ン
フ

ラ
ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
を
創
出
す
る

場
を
提
供
し
て
い
る
。
会
議
実
施

に
際
し
て
は
、前
述
の
世
界
銀
行
・

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
と
も
連
携
し
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
会
議

開
催
や
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
Ｐ

Ｒ
を
通
じ
て
横
浜
市
の
政
策
を
対

外
的
に
発
信
す
る
こ
と
も
そ
の
目

的
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
に
は
、
Ｙ
─Ｐ
Ｏ

Ｒ
Ｔ
事
業
を
推
進
す
る
公
民
連
携

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て

「
Ｙ
─Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
」
を

発
足
さ
せ
た
。
２
年
後
の
２
０
１

７
年
に
は
、
Ｙ
─Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
事
業

に
呼
応
す
る
市
内
民
間
企
業
が
中

心
と
な
っ
て
Ｙ
Ｕ
Ｓ
Ａ
（
一
般
社

団
法
人Y

O
K

O
H

A
M

A
 U

RBA
N

 SO
LU

T
IO

N
 A

LLIA
N

CE

）

が
発
足
し
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
横
浜

国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
た

「
Ｙ
─Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
公
民

連
携
オ
フ
ィ
ス
」
内
に
入
居
し
、

本
市
と
密
接
に
連
携
し
て
い
る
。

　

同
事
業
で
は
、
横
浜
市
と
覚
書

を
締
結
し
た
セ
ブ
市
（
フ
ィ
リ
ピ

ン
）、
ダ
ナ
ン
市
（
ベ
ト
ナ
ム
）、

バ
ン
コ
ク
都
（
タ
イ
）、
バ
タ
ム

市
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
を
中
心
に
、

ア
ジ
ア
の
幅
広
い
地
域
で
、
都
市

間
連
携
を
ベ
ー
ス
に
、
市
内
企
業

の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
支
援
し
て
き

た
。
具
体
的
に
は
、
廃
棄
物
、
上

下
水
道
、
都
市
計
画
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
の
分
野
で
、
庁
内
各
局

や
市
内
企
業
と
連
携
し
て
事
業
を

推
進
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
生
ま
れ
た
ダ
ナ
ン
市
と

の
縁
が
、
横
浜
市
健
康
福
祉
局
が

推
進
す
る
、
外
国
か
ら
の
介
護
人

材
受
入
事
業
に
お
い
て
、
両
市
の

覚
書
締
結
に
繋
が
る
な
ど
、
他
分

野
に
も
波
及
し
た
事
例
も
出
て
い

る
。

　

ま
た
近
年
で
は
ア
ジ
ア
を
は
じ

め
と
す
る
新
興
国
で
、
現
地
民
間

企
業
が
都
市
開
発
を
行
う
ケ
ー
ス

が
あ
り
、
み
な
と
み
ら
い
21
地
区

な
ど
ま
ち
づ
く
り
の
実
績
を
持
つ

横
浜
市
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
新
た
な

チ
ャ
ン
ス
に
、
よ
り
多
く
の
市
内

企
業
が
参
画
で
き
る
よ
う
、
更
な

る
後
押
し
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

〈
上
下
水
道
分
野
と
横
浜
水
ビ
ジ

ネ
ス
協
議
会
〉

　

２
０
１
０
年
に
は
横
浜
ウ
ォ
ー

タ
ー
株
式
会
社
が
、
翌
年
に
は
企

業
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
支
援
す
る

た
め
に
、
水
道
局
・
環
境
創
造
局

が
中
心
と
な
り
「
横
浜
水
ビ
ジ
ネ

ス
協
議
会
」
が
発
足
し
、
公
民
連

携
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
輸
出
の
機
運

が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に

は
、
早
い
時
期
か
ら
国
際
協
力
を

進
め
て
き
た
上
水
道
に
加
え
て
、

下
水
道
分
野
で
の
国
際
協
力
も
加

速
し
て
い
る
。
２
０
１
２
年
に
は

「
下
水
道
事
業
に
お
け
る
国
際
貢

献
等
に
関
す
る
基
本
指
針
」
が
制

定
さ
れ
、
新
興
国
に
お
け
る
技
術

協
力
や
そ
れ
を
通
じ
た
下
水
道
分

野
の
市
内
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

支
援
や
、
海
外
の
先
進
事
業
者
と

の
積
極
的
な
交
流
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。「
下
水
道
事
業
国

際
貢
献
・
国
際
交
流
実
行
委
員
会

（
通
称
：
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン
チ
ー

ム
）」
も
環
境
創
造
局
内
に
発
足

し
た
。
ハ
ノ
イ
市
（
ベ
ト
ナ
ム
）

に
お
い
て
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
資
金
を

活
用
し
た
技
術
協
力
を
２
０
１
３

年
か
ら
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
Ｙ
─

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
事
業
と
連
携
し
た
セ
ブ

市
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
等
で
の
協
力

も
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
２
０

１
９
年
に
は
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ａ
Ｐ
（
パ
リ

広
域
圏
下
水
道
事
務
組
合
）
と
の

技
術
交
流
も
開
始
し
、
相
互
の
知

見
の
共
有
を
進
め
て
い
る
。

６ 

　 

国
際
会
議
を
契
機
と
し
た

　

  

国
際
協
力

　
横
浜
市
は
こ
れ
ま
で
数
多
く
の

大
規
模
な
国
際
会
議
を
誘
致
し
て

き
た
。
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
ア
フ
リ
カ

開
発
会
議
）、
Ａ
Ｄ
Ｂ
（
ア
ジ
ア

開
発
銀
行
）総
会
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ（
ア

ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
）
首
脳
会

議
は
、
本
市
の
名
前
を
海
外
に
広

く
Ｐ
Ｒ
し
、
経
済
効
果
を
生
ん
だ

だ
け
で
な
く
、
市
が
海
外
と
の
つ

な
が
り
、
国
際
協
力
事
業
を
強
化

す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

〈
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
と
Ａ
Ｄ
Ｂ
総
会
〉

　

２
０
０
８
年
に
は
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ

の
東
京
以
外
の
初
の
開
催
地
と
し

て
、
横
浜
が
選
ば
れ
た
。
そ
の
後

も
２
０
１
３
年
、
２
０
１
９
年
と

こ
れ
ま
で
横
浜
で
３
回
の
会
議
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。こ
の
会
議
は
、

日
本
政
府
が
主
導
し
ア
フ
リ
カ
諸

国
の
開
発
に
つ
い
て
議
論
す
る
も

の
で
、
本
市
が
包
括
連
携
協
定
を

結
ぶ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
深
く
関
わ
っ
て

い
る
。
開
催
都
市
で
あ
る
横
浜
は

市
民
を
対
象
と
し
た
様
々
な
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
き
た
ほ

か
、
将
来
的
な
都
市
イ
ン
フ
ラ
輸

出
を
見
据
え
た
ア
フ
リ
カ
と
の
国

際
協
力
も
開
始
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
行
う
ア
フ
リ
カ

の
女
性
企
業
家
支
援
、
廃
棄
物
分
野

で
の
「
ア
フ
リ
カ
の
き
れ
い
な
街
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
へ
の
協
力
や
、

水
道
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
分
野

で
の
専
門
家
派
遣
・
研
修
受
入
を

行
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
７
年
に
は
横
浜
市
が
連
携

を
促
進
す
る
た
め
の
覚
書
を
締
結
し

て
い
る
Ａ
Ｄ
Ｂ
の
第
50
回
年
次
総
会

も
横
浜
で
実
施
さ
れ
た
。
市
民
を
対

象
と
し
た
様
々
な
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
じ
て
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の

国
が
抱
え
る
課
題
や
文
化
に
つ
い
て

知
る
機
会
と
な
る
と
共
に
、
本
市
と

の
連
携
も
一
層
強
化
さ
れ
た
。

７ 

　 

地
球
規
模
の
課
題
解
決
に
向
け

　

  

て

　
気
候
変
動
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
国
家
や

国
際
機
関
が
主
体
と
な
っ
て
行
わ
れ

て
き
た
国
境
を
超
え
る
地
球
規
模
の

課
題
解
決
に
お
い
て
「
非
国
家
主

体
」、
特
に
地
方
自
治
体
の
存
在
感

が
近
年
増
し
て
い
る
。

〈
気
候
変
動
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
〉

　

横
浜
市
は
市
域
内
に
お
い
て
様
々

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
気
候
変
動
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
こ
の
分
野
で
の
海

外
連
携
も
推
進
し
て
い
る
。
気
候
変

動
対
策
に
取
り
組
む
国
際
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
Ｃ
40
や
イ
ク
レ

イ
、
Ｃ
Ｎ
Ｃ
Ａ
（Carbon N

eut-
ral Cities A

lliance

）
へ
の
加
盟
、
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Ｃ
Ｏ
Ｐ
（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条

約
締
約
国
会
議
）
へ
の
参
加
を
通

じ
て
２
０
５
０
年
ま
で
の
脱
炭
素

化
を
目
指
す
「Zero Carbon 

Y
okoham

a
」
等
、
本
市
の
取
組

に
つ
い
て
積
極
的
な
情
報
発
信
と

知
見
の
共
有
を
行
っ
て
い
る
。
加

え
て
、
Ｅ
Ｕ‒

日
本
国
際
都
市
間

協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
た
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
（
ド
イ
ツ
）
と

の
連
携
を
は
じ
め
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

市（
ス
ペ
イ
ン
）、
バ
ン
ク
ー
バ
ー

市
（
カ
ナ
ダ
）、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

市
（
米
国
）
や
前
述
の
Ｙ
─Ｐ
Ｏ

Ｒ
Ｔ
事
業
と
連
携
し
た
バ
ン
コ
ク

都
（
タ
イ
）、
ダ
ナ
ン
市
（
ベ
ト

ナ
ム
）
と
の
都
市
間
の
技
術
交
流

も
推
進
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
Ｊ

Ｃ
Ｍ（
二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
）

の
枠
組
を
活
用
し
て
、
市
内
企
業

の
技
術
を
東
南
ア
ジ
ア
に
導
入
し

市
内
経
済
活
性
化
を
図
る
と
同
時

に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
削
減

し
、
地
球
温
暖
化
の
「
緩
和
策
」

に
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
述

の
よ
う
に
シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業
で

は
防
災
、
環
境
創
造
局
に
お
い
て

は
下
水
道
分
野
で
の
協
力
も
推
進

し
て
い
る
な
ど
、
地
球
温
暖
化
に

起
因
す
る
洪
水
等
の
気
候
変
動
へ

の
「
適
応
策
」
に
つ
い
て
も
、
本

市
の
技
術
協
力
が
寄
与
し
て
い
る

側
面
が
あ
る
。

　

ま
た
、
２
０
３
０
年
を
年
限
と

す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
国
連
の
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
の
達
成
に
お
い

て
も
都
市
の
果
た
す
役
割
は
重
要

で
あ
る
。
目
標
の
11
番
「
包
摂
的

で
安
全
か
つ
強
靭
（
レ
ジ
リ
エ
ン

ト
）
で
持
続
可
能
な
都
市
及
び
人

間
居
住
を
実
現
す
る
」を
は
じ
め
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各
目
標
は
都
市
の
行

政
運
営
と
関
係
が
深
い
。
横
浜
市

は
日
本
政
府
か
ら
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
世
界

の
都
市
に
よ
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
都
市
連
合
」
に
加
盟

し
、「
ア
ジ
ア
・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

会
議
」
な
ど
の
国
際
会
議
等
に
お

い
て
も
積
極
的
な
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
る
。

８ 

　 

ま
と
め

　

こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
も
の

以
外
に
も
、
横
浜
市
で
は
幅
広
い

分
野
で
国
際
協
力
を
行
っ
て
き

た
。視
察
受
入
れ
等
も
含
め
る
と
、

こ
こ
20
年
ほ
ど
国
際
協
力
が
行
わ

れ
て
き
た
主
な
分
野
は
、上
水
道
、

下
水
道
、
温
暖
化
対
策
、
動
物
飼

育
・
繁
殖
、
医
療
衛
生
、
保
健
、

廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
、
建
築
、

都
市
整
備
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
、
道

路
、
河
川
、
港
湾
、
消
防
・
危
機

管
理
、
交
通
、
行
政
管
理（
財
政
・

行
政
運
営
）、
福
祉
な
ど
、
非
常

に
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
横
浜
市

が
所
管
す
る
行
政
分
野
の
幅
広
さ

や
、
各
分
野
の
専
門
性
を
持
っ
た

職
員
が
数
多
く
い
る
こ
と
が
実
感

で
き
る
。

　

２
０
１
５
年
か
ら
は
、
国
際
局

国
際
協
力
部
に
兼
務
発
令
さ
れ
て

い
る
部
長
級
職
員
を
中
心
と
し
た

「
国
際
協
力
推
進
会
議
」
が
年
に

複
数
回
開
催
さ
れ
、
全
庁
が
連
携

し
て
国
際
協
力
事
業
を
推
し
進
め

る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

水
道
局
、
環
境
創
造
局
、
道
路
局
、

資
源
循
環
局
等
で
局
ご
と
に
国
際

事
業
を
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
構
成
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
他
局
も
含
め
、
局
横
断
的
な

国
際
事
業
担
当
者
同
士
の
意
見
交

換
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

横
浜
市
は
こ
れ
ま
で
の
半
世
紀

で
幅
広
い
分
野
・
地
域
に
お
い
て

国
際
協
力
の
実
績
を
積
み
重
ね
て

き
た
。
国
と
は
異
な
り
、
地
域
住

民
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
を
本
旨
と
す
る
横
浜
市
が
国

際
協
力
事
業
を
推
進
す
る
上
で

は
、
そ
の
意
義
を
常
に
再
確
認
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

国
境
を
越
え
て
経
済
・
人
的
交

流
が
あ
る
現
代
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
や
国
際
平
和
に
貢
献
す
る
こ

と
は
大
都
市
の
責
務
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
市
内
経

済
の
活
性
化
、
次
世
代
育
成
、
各

都
市
イ
ン
フ
ラ
部
門
を
中
心
と
す

る
職
員
の
人
材
育
成
・
技
術
継
承

な
ど
そ
の
成
果
を
横
浜
市
域
に
還

元
す
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
上

で
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
本
市

か
ら
の
技
術
提
供
の
み
な
ら
ず
、

積
極
的
に
海
外
と
情
報
を
共
有
し

知
見
を
得
る
こ
と
で
、
高
度
・
複

雑
化
す
る
横
浜
の
行
政
課
題
の
解

決
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
も
求
め

ら
れ
て
い
く
と
考
え
る
。

［
執
筆
協
力
］

箕
輪　

雄
吉
（
国
際
局
国
際
協
力
課
担
当

係
長
）

小
室　

博
則
（
国
際
局
課
長
補
佐
（
国
際

協
力
課
国
際
技
術
協
力
担
当
係
長
））

千
葉　

愁
子
（
国
際
局
課
長
補
佐
（
国
際

協
力
課
担
当
係
長
））

宮
下　

英
之
（
国
際
局
国
際
協
力
課
担
当

係
長
）

西
山　

玲
子
（
国
際
局
国
際
協
力
課
国
際

技
術
協
力
担
当
課
長
）

橋
本　

徹
（
国
際
局
担
当
理
事
（
国
際
協

力
部
長
））

田
中　

健
夫
（
水
道
局
国
際
事
業
課
担
当

係
長
（
国
際
担
当
））

武
居　

真
紀
（
港
湾
局
賑
わ
い
振
興
課
担

当
係
長
）

桂　

有
生（
都
市
整
備
局
都
市
デ
ザ
イ
ン
室
）

横
内　

宣
明
（
環
境
創
造
局
課
長
補
佐
（
下

水
道
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
担
当
係
長
））

矢
部　

英
亮
（
国
際
局
国
際
連
携
課
担
当

係
長
）

安
室　

愛
（
温
暖
化
対
策
統
括
本
部
調
整

課
担
当
係
長
）

樋
山　

敦
子
（
温
暖
化
対
策
統
括
本
部
調

整
課
）

内
山　

幹
子
（
緑
区
こ
ど
も
家
庭
支
援
課

学
校
連
携
・
こ
ど
も
担
当
課
長
／
元
シ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
担
当
）

保
科　

博
史
（
元
本
市
職
員
／
元
シ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
担
当
）
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【参考】横浜市が提案主体となり実施した草の根技術協力事業（2003年度以降）

件　　名 実施年度（※） 実施国 主な実施主体
北スマトラ州水道公社安全な24時間
給水のための能力向上プロジェクト

2019年度採択、開始に向け
準備中（未開始）

インドネシア 水道局

ダナン市における一般廃棄物の分別・
回収促進モデル事業─ヨコハマG30／
３R夢（スリム）の水平展開─

①2016年度～2019年度
②2020年度～2023年度

ベトナム 国際局、資源循環局、
IGES

セベランプライ市の歴史・自然を活
かしたまちづくりプロジェクト─「横
浜の都市デザイン」新興国へのノウ
ハウ移転─

2015年度～2018年度 マレーシア 国際局、都市整備局、
横浜市立大学、横浜
セベランプライまち
づくり友好委員会他

ハノイ市における下水道事業運営に
関する能力開発計画

①2013年度～2016年度
②2017年度～2021年度

ベトナム 環境創造局

フィリピン共和国イロイロ市におけ
るコミュニティ防災推進事業

①2012年度～2014年度
②2014年度～2016年度

フィリピン シティネット横浜プ
ロ ジ ェ ク ト オ フ ィ
ス、国際局（政策局）、
消防局、総務局、都
市整備局、健康福祉
局等

横浜の民間技術によるベトナム国「安
全な水」供給プロジェクト

2013年度～2016年度 ベトナム 水道局

ウガンダ野生生物保全事業 ①2008年度～2010年度
②2011年度～2013年度
③2013年度～2016年度

ウガンダ 環境創造局、横浜市
緑の協会

カンムリシロムク保護事業
（①はカンムリシロムク保護計画）

①2005年度～2007年度
②2008年度～2009年度
③2010年度～2012年度
④2013年度～2014年度

インドネシア 環境創造局

環境保護志向社会の達成による地球
温 暖 化 防 止 へ の 取 り 組 み（Post-
AWAREE）

2006年度～2009年度 バングラデシュ
スリランカ
フィリピン
ベトナム

シティネット、都市
経営局、環境創造局、
水道局、資源循環局、
教育委員会事務局

アジア都市における総合環境教育
（AWAREE）

2004年度～2006年度 ベトナム
カンボジア
中国

シティネット、都市
経営局、環境創造局

（環境保全局）、教育
委員会事務局

水道事業経営改善計画 2003年度～2005年度 ベトナム 水道局
横浜港港湾労働者育成管理プログラ
ム

2004年度終了 スリランカ
フィリピン

港湾局

港湾整備・都市開発プログラム 2004年度終了 タイ
マレーシア

港湾局

アジア都市の市民参加型災害危機管
理

2003年度終了 スリランカ
フィリピン
インド
ネパール
インドネシア

シティネット、総務
局

　※複数の期（フェーズ）に分かれる場合、年度の前の数字がそれを表す


